
           

                    

           

秋
の
取
組
み
の
最

大
の
ヤ
マ
場
、
２
０

２
３
年
日
本
平
和
大

会
と
「
い
ら
ん
ち
ゃ

フ
ェ
ス
タ
」
ま
で
あ

と

1

カ
月
を
切
り

ま
し
た
。
以
下
で
は

そ
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
に
ふ
さ
わ
し
い

地
域
の
取
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。 

乙
訓
平
和
委
員
会
は
、
１０

月
１４
日
に
学
習
会
を
開
き
ま

し
た
。 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
で
、
川
田
忠
明
さ
ん
の
講
演

録
画
が
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
を
、

役
員
４
人
で
視

聴
し
ま
し
た
。
長

引
く
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
の
裏
で
、

国
際
社
会
の
動

き
、
こ
の
戦
争
に

対
す
る
見
方
や

平
和
運
動
の
あ

り
方
な
ど
、
多
岐

に
及
ぶ
話
に
納

得
で
し
た
。
こ
の

話
を
も
っ
と
広

く
知
っ
て
ほ
し

い
、
軍
事
企
業
が

大
儲
け
し
て
い

て
、
戦
争
が
長
引

け
ば
良
い
と
の

姿
勢
だ
と
の
話

に
、
日
本
の
軍
事

産
業
企
業
も
例
外
で
は
無
い

と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
の
結
果
、
１１
月
の
日
本

平
和
大
会
の
視
聴
会
場
を
乙

訓
で
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。 

 

乙
訓
で
は
、
１０
月
１
日
に

乙
訓
平
和
の
つ
ど
い
を
開
き
、

映
画
「
放
射
線
を
浴
び
た
Ⅹ
年

後
Ⅲ 

フ
ォ
ー
ル
・
ア
ウ
ト
」

を
上
映
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
核
実
験
で
米
国
本
土
全
体

が
放
射
能
汚
染
さ
れ
て
い
た

事
実
と
、
政
府
が
隠
し
た
こ
と

を
子
ど
も
の
乳
歯
を
集
め
て

実
証
し
た
母
親
た
ち
の
運
動

を
中
心
に
、
核
の
被
害
を
告
発

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
で

す
。
４８
人
が
参
加
し
、
映
画
支

援
カ
ン
パ
も
２
５
０
０
０
円

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

   

「
２
０
２
３
平
和
の
た
め

の
福
知
山
戦
争
展
」
は
、
月
末

の
28
日
・
29
日
に
迫
っ
て
き

ま
し
た
。
今
そ
の
準
備
の
最
終

段
階
。
テ
ー
マ
は
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
世
界
・
東
ア
ジ
ア
日
本

の
平
和
を
考
え
る
」。
そ
し
て
、

福
知
山
の
平
和
も
考
え
ま
す
。 

 

今
月
3
日
午
前
に
突
然
、

福
知
山
と
綾
部
の
空
、
低
空
か

す
め
て
二
機
の
自
衛
隊
輸
送

機
が
、
轟
音
と
共
に
通
過
し
ま

た
。
直
下
の
支
援
学
校
で
は
学

校
全
体
が
大
騒
ぎ
、「
音
が
も

の
す
ご
く
て
、
気
持
ち
悪
い
。

迫
っ
て
く
る
感
じ
。
今
ま
で
聞

い
た
こ
と
の
な
い
も
の
す
ご

い
音
」
と
の
教
職
員
の
証
言
。

二
機
目
は
北
の
山
の
端
で
旋

回
し
て
、
一
機
目
の
後
を
追
っ

て
北
へ
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
数
分
の
出
来
事
。 

京
都
北
部
に
は
、
陸
海
空
の

自
衛
隊
駐
屯
地
が
あ
り
、
米
軍

は

X

バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地

(

京
丹
後)

、
ミ
サ
イ
ル
整
備
所

(

舞
鶴)

、
実
弾
射
撃
場(

福
知

山)

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
日

米
の
軍
事
施
設
は
、
互
い
に
連

携
し
た
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
網
」

を
形
成
し
、「
台
湾
有
事
」
に
備

え
ま
す
。
わ
が
町
福
知
山
は
、

そ
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。 

戦
争
展
は
、
現
実
の
世
界
の

動
き
の
中
で
、
わ
が
町
の
平
和

を
学
ぶ
場
に
し
ま
す
。 
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戦
争
展
、
視
聴
会
、
基
地
監
視
等
、

平
和
を
守
る
拠
点
と
し
て

平
和
委
員
会
の
活
動
が
活
発
化
！

 

日
本
平
和
大
会
乙
訓
で 

視
聴
会
を
設
け
る 

乙
訓
平
和
委
員
会 

 

米
重
節
男 

盛況だった映画上映会-乙訓平和のつどい 

こ
の
秋
、
戦
争
展
に
む
け
て 

福
知
山
平
和
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

水
谷
徳
夫 

 
 

 

低空を飛ぶ自衛隊輸送機 

【
Ｃ
２
輸
送
機
の
低
空
飛
行 

に
つ
い
て
の
補
足
】 

 

撮
影
さ
れ
た
写
真
か
ら
鳥
取

県
に
あ
る
航
空
自
衛
隊
美
保
基

地
所
属
の
機
体
（
C2
輸
送
機
）
と

判
明
、
航
跡
デ
ー
タ
で
は
高
度
は

約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
程
度
と
低

い
も
の
。
美
保
基
地
側
は
京
都
民

報
の
取
材
に
対
し
「
通
常
の
訓
練

で
、
航
空
法
は
順
守
し
て
い
る
」

と
い
う
受
け
答
え
を
し
た
と
い

う
。
全
国
的
に
も
低
空
侵
出
の
よ

う
な
訓
練
が
広
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。 

「
京
都
平
和
委
員
会 

F
a

ce
b
o
o
k
 

1
0
/1

7

」
よ
り 
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八
幡
平
和
委
員
会
は
『
小
畑

哲
雄
が
語
る
ー
知
ら
ざ
れ
る

戦
中
・
戦
後
の
体
験
（
22
年
1

月
、
8
月
の
講
演
記
録
』
を
11

月
初
め
に
発
刊
し
ま
す
（
頒
価

５
０
０
円
予
定
）。
会
員
・
読
者

の
皆
さ
ん
に
そ
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 

小
畑
さ
ん
は
１
９
４
４
年

10
月
、
17
歳
の
時
に
陸
軍
経

理
学
校
（
東
京
・
小
平
）
に
入

学
し
「
軍
隊
生
活
」
を
経
験
す

る
。
講
演
で
語
ら
れ
る
「
体
験
」

は
そ
れ
こ
そ
「
知
ら
れ
ざ
る
」

「
驚
く
こ
と
」
ば
か
り
の
も
の

で
あ
っ
た
。 

●
６０
人
単
位
の
「
区
隊
」
の
区

隊
長
（
担
任
）
で
あ
る
荒
川
氏

の
「
教
え
」
「
行
動
」
は
！？ 

 

・
荒
川
区
隊
長
の
指
導
方
針

は
、
「
指
揮
官
は
部
下
を
殺
し

て
は
い
け
な
い
」
と
言
う
。 

・
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
銃

の
ネ
ジ
を
な
く
し
た
小
畑
さ

ん
。
探
す
も
見
つ
か
ら
な
い
。

区
隊
長
に
報
告
す
る
と
何
も

言
わ
れ
な
か
っ
た
。
小
畑
さ
ん

の
銃
は
敗
戦
ま
で
そ
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。 

・
小
畑
さ
ん
の
当
直
時
、
レ
ー

ニ
ン
の
本
を
持
っ
て
現
れ
議

論
を
吹
っ
か
け
て
き
た
区
隊

長
。
「
レ
ー
ニ
ン
な
ん
か
読
ん

だ
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
。
誰
に

も
わ
か
ら
ん
よ
う
に
隠
し
と

け
」
！
！ 

●
同
じ
故
郷
の
熊
本
県
出
身 

の
高
田
君
が
病
気
で
「
自
宅
療

養
」
に
な
っ
た
真
の
理
由
は
！ 

  

戦
後
高
田
君
が
語
っ
た
の

は
、「
戦
争
に
勝
つ
だ
ろ
か
？
」

「
天
ち
ゃ
ん
は
神
様
で
は
な

い
、
人
間
だ
」
と
同
じ
病
室
の

儀
我
君
と
語
り
あ
っ
た
、
そ
の

結
果
２
人
と
も
病
状
悪
化
と

の
理
由
で
「
自
宅
療
養
」
で
熊

本
に
帰
省
。
「
強
い
ら
れ
た
死

の
淵
」
か
ら
脱
出
し
た
の
で
あ

っ
た
。 

●
敗
戦
直
前
の
混
乱
と
緊
張 

３
６
０
名
の
中
隊
（
経
理
学

校
の
８
期
生
）
の
会
津
磐
梯
山

へ
の
「
疎
開
」
か
「
本
土
決
戦
」

か
の
運
命
は
い
か
に
？ 

ま
る
で
ド
ラ
マ
の
様
な
展
開
。 

戦
時
中
に
国
民
や
兵
士
が
、

強
い
ら
れ
た
自
己
犠
牲
・
使
命

感
の
高
揚
感
に
包
み
込
ま
れ

て
い
て
も
、
他
方
そ
れ
ぞ
れ
が
、

恐
れ
、
疑
問
、
躊
躇
、
忌
避
、

抵
抗
な
ど
多
様
な
お
も
い
を

も
っ
て
い
た
の
は
確
か
だ
。 

 

何
よ
り
も
「
強
制
さ
れ
る
死
」

に
た
い
し
、
“
と
に
か
く
生
き

た
い
”、
自
由
で
幸
せ
な
人
生

を
“
と
い
う
人
間
の
根
源
的
な

願
い
を
、
権
力
を
も
っ
て
し
て

も
消
し
去
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
か
ら
。 

 

今
回
の
小
畑
さ
ん
の
「
知
ら

れ
ざ
る
体
験
」
や
後
々
語
ら
れ

る
多
く
の
「
証
言
」
か
ら
も
私

た
ち
は
あ
ら
た
め
て
そ
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

敗
戦
後
の
日
本
が
「
平
和
と

民
主
主
義
」
へ
の
道
を
歩
み
だ

す
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
、
こ
れ

ら
の
「
感
情
・
行
動
（
＝
光
の

粒
）」
が
通
底
し
転
化
（
＝
“
光

の
束
”）
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

日
本
が
「
新
し
い
戦
前
」
へ

の
道
へ
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
る
今
こ
そ
、『
講
演
の
記
録
』

を
多
く
の
方
に
届
け
、
「
平
和

の
準
備
」
に
と
も
に
力
を
合
わ

せ
た
い
。
切
に
思
う
。 

【京都平和委員会新入会員のご紹介】 

中井 朋聡さん 

 

今年６月１０日に京都平和委員会に 

入会した中井朋聡(ともあき)です。 

私は現在、京都市左京区にある京都民 

医連の事業所川端診療所で事務の仕事を 

しています。 

今年で民医連の事業所で仕事をするよう 

になって２２年が過ぎました。趣味は、 

バイクに乗ることとスキーをすること 

です。 

 私は日頃、仕事をしながら平和運動にも取り組んでいます。 

その中で強く思うのは、平和だからこそ豊かな医療、介護、 

福祉が保証されるということです。地域で暮らす人たちが、 

戦場に行くようなことがあってはならないと思います。黙っ 

ていては、どんどん平和が脅かされてしまいます。だから、 

みんなで力をあわせて大いに声をあげていきたい。こんなに 

生活が大変、医療が切り捨てられているこんな時に、岸田首相 

はあろうことか、むこう５年間で軍事費を４３兆円にまでしよ 

うとしています。こんなことは絶対に許せません。今こそ軍事 

費よりも医療・社会保障にお金を回せ、この声を大いに広げて 

いきましょう。宜しくお願いします。 

日
本
平
和
大
会I

に 
 

京
都
代
表
団
と
し
て
参
加 

名
取
哲
夫(

舞
鶴)

 

 

岸
田
内
閣
の
大
軍
拡
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
る
た
め
、平
和
を
守
る
取

組
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。日
本
平
和
大
会
成
功

の
た
め
に
、代
表
団
も
仲
間
の
皆
さ

ん
も
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

八
幡
平
和
委
員
会
が
待
望
の
講
演
記
録
を
発
刊
‼ 

「
新
し
い
戦
前
」
の
道
へ
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
今
、 

「
平
和
の
準
備
」
に
と
も
に
力
を
合
わ
せ
た
い
‼ 

八
幡
平
和
委
員
会 

日
名
子
大
介 


